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品分類と各先行研究で用いられている用語に従って、安懐南の 1930 年代の小説群を 初期小説／前期身辺小説／本格














ど 1920 年代の同人誌文人らの恋愛観から多大な影響を受けて形成されたものと推測できよう。 
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論文審査の結果の要旨 
1930年代から1940年代の朝鮮文壇において小説家・評論家として活躍した安懐南(アン・フェナム)
は第二次世界大戦後に北朝鮮へと渡った「越北」作家であることも災いして、学問的研究が長くタブ
ー視され、従来否定的に評価されてきた。そのため現代の韓国においてさえ知名度が低く、加えて1930
年代に彼が執筆した身辺小説と本格小説からなる独特の世界は、植民地期朝鮮文学史内における彼の
位置づけを非常に曖昧なものにしてきた。本論文は、安懐南の作家活動の中でも1930年代の小説群に
研究対象を絞り、これまでの安懐南研究史において等閑視されてきた知識人男性主人公の性格と恋愛
という二つの観点から包括的な議論を試みることで、安懐南の小説作品の特徴を解明し、安懐南研究
の空白を埋めることを第一の目標としている。それと同時にこうした作業を通して1930年代における
朝鮮文学の全体像に新たな視座を提供することも目指している。本論文は、歴史に埋もれてきた作家
の作品世界を掘り起し、それに光を当て、朝鮮文学研究の場に新たな可能性を切り拓こうとする意欲
的で独創的な研究となっている。 
まず序論で関連する先行研究をきわめて詳細に検討し、本論第1章で安懐南の生涯と作家活動につ
いて日本滞在期における新発見も含めて整理した後、安懐南の1930年代の小説群を、初期小説／前期
身辺小説／本格小説／後期身辺小説の四つに区分する。続いて第2章では安懐南および他作家らが残
した当時の随筆や評論を基にして作家安懐南自身の性格と恋愛体験、恋愛観を実証的に明らかにして
いる。 
以上を踏まえた上で、本論第3章からは1930年代の安懐南の小説群の中から知識人男性主人公の性
格と恋愛の様相が特徴的に表れている22編を選び、当時の朝鮮文学や日本文学さらには西欧文学の潮
流も広く視野に入れながら、初期小説(第3章)から順に前期身辺小説(第4章)、本格小説(第5章)、後期
身辺小説(第6章)へと実に詳細な読解と分析を試みている。第7章では全体を総括し、恋愛において示
される主人公の非理性的、非論理的な性格が、植民地期の他作家に類例を見出し難い独自なものであ
ることを論じた上で、それを描くに当たってWayne Boothのいう「信頼できない語り手」unreliable 
narrator の技法が意識的に用いられていることを指摘している。またこうした技法上の側面と並行し
て、初期小説から後期身辺小説へと至る中で、安懐南小説において描かれた恋愛の様相の変化をテク
ストの丹念な読みから導き出し、その推移の過程を明らかにしている。 
本研究には、膨大な量の朝鮮語文献が用いられているが、引用の際には原文とともに必ず筆者によ
る日本語訳が添えられている。また朝鮮語の固有名詞や文献の表記の仕方、テクストの引用の仕方に
ついても独自の工夫がなされている。内容の豊富さ、濃密さ、独創性に加えて、テクストの扱いが際
立って丁寧であることも本論文の特徴である。実証的研究とテクスト分析との関連などやや説明不足
の点もあるが、全体として非常に精度の高い研究であると結論づけることができる。 
以上より、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
 
 
